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Ergonomics study on the safe and smooth road traffic system at uncontrolled intersections 
- Improvement of the visual environment at intersections  
based on installing traffic convex mirrors with enhanced visibility - 
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1. ミラー直径φ・鏡面曲率R[mm] (2 水準)： 
(1) 小 φ=600, R=2200, (2)大 φ= 800, R=3000 
2.ミラー材質/反射率 (4 水準)： 
(1) A/0.85, (2) B/ 0.80, (3) C/0.80, (4) D/0.60 
3. 接近車両 (2 水準)： 
(1)乗用車, (2)原付 (50cc) 
4. 被験者 (2 水準)： 
(1)若年者 (大学生, 3 名), (2)高齢者 (60 歳代, 3 名)  
実験は，被験者からみて優先側道路右方の交差路境















表1 車種・ミラー径（大・小）と視認距離 [m] 
車種・ミラー
径 
最短 平均 最長 
乗用車・大 89 115 154
乗用車・小 62 89 145
原付・大 57 80 108











































図1  ミラー視認性評価実証実験の実験方法   
図2  交差点環境 3 次元CGシミュレーション：  
ミラー鏡像における視界と視認対象車 
(白円内・乗用車) の大きさ比較   








































平均 61-115m，レンジ（30, 154 m）に分布し，視認対象
が乗用車の場合は，大型ミラー（φ= 800)での視認距離は
平均 115m，レンジ（89, 154m）に対し小型ミラー(φ=600)




















(2) 3 次元CG シミュレーション：ミラー鏡像における視
認対象車の大きさと視認距離 
3 次元 CG シミュレーションによれば，ミラー大・小
とも，ミラー視界（鏡面に映る空間的範囲）は同様であ










































800φセダン 600φセダン 800φバイク 600φバイク
800φセダン視認 600φセダン視認 800φバイク視認 600φバイク視認
114.8m89.0m79.9m61.0m
図3 ミラー鏡像における視認対象車両の大きさ 
(3 次元CG シミュレーション)と視認距離 
(実測平均値) 




これは角度目盛が 2 度刻みで，1 度以下の調整をするに
は適当ではない． 
 俯角については，ミラー背面に傾斜計を当てることで概
ね 1 度単位の計測ができる（図 5）ので，以下のような


















４．[課題２] 3 次元 CG シミュレーション研究：3 次元
CG ソフトを用いたシミュレーターの構築とミラー設
置状況の検討 
































































































図8  交差点エディター 

















る(図 9)．改善策としてミラー(ガラス φ600, R=2000mm)
位置をx軸方向へ-4.3m移動すれば死角を1mに削減でき，











4.5 [事例 2] 典型的な生活道路交差点におけるミラー
視認性評価シミュレーション：道路幅員，設置位置，
等の効果 









3 次元 CG シミュレーション手法により典型的な生活




ら 60m 以上：50km/h 走行の優先車発見後，非優先車が
衝突回避可能な距離）が確保でき，かつ交差点直近の死
角（図 12 のBD 距離）が最小となる条件とした． 
(2) ミラー鏡像の視認性評価：道路幅員の検討 
非優先道路幅員 3 条件(4, 5, 6m)，優先道路幅員 5 条件























図9  事故発生交差点上面図 (無信号T字路, 死角あり)
図11  ミラー設置最適改善案シミュレーション 





































次に，非優先道路 4m×優先道路 6m の交差点を対象に，
隅切りのない左コーナー角地M を原点とし，x 軸方向 4










死角の最小値は 2.5m(非優先 6 m×優先 6m)，最大値は
11.0m(非優先 4 m ×優先 10m)で，死角 0 になる条件はな




確保することは困難である(図 13, 図 14）． 
(2) ミラー視認性評価と最適設置解シミュレーション：
ミラー水平設置位置の検討 
交差点直近の死角量は，ミラー位置を x 軸, y 軸共にマ
イナス方向に移動すると減少することがわかった(図 15, 
図 16）．また，左コーナー12 地点における死角最小値は



































図13 3 次元CG シミュレーションによる評価： 
ミラー鏡像と道路幅員の関係 
図12 3 次元CG シミュレーションによる生活道路交差点
ミラー視認性の評価方法 
優先道路幅員:
6, 7, 8, 9, 10 m
非優先道路幅員:










--: 境界線 (AB, BC)
M: カーブミラー (ø800 ㎜ , R=3000 ㎜, ガラス製,
ミラ－下端高 2500mm)
E：乗用車運転者アイポイント(高さ 1.2 m)
:塀・壁 (高さ 2.0 m )
: 白黒パターンスケール: 0.5 m (0-10 m), 10m (10 m- )
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点境界線上の非優先方向乗用車 EP からみたミラー最適







































図17 3 次元CG シミュレーションに基づく鏡像マトリクス 
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